
雪
の
下
我
こ
そ
先
に
芽
吹
か
ん
と
　
フ
キ
の
ト
ウ
や
ら
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
や
ら
　
　
　
　
　
　
湯
　河
　山
田
　司
郎

ア
ス
リ
ー
ト
メ
ダ
ル
に
挑
戦
命
が
け
　
普
段
の
努
力
想
い
を
馳
せ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
石
見
　浅
川
　三
郎

節
分
を
過
ぎ
て
立
春
暖
か
く
　
雪
の
下
よ
り
フ
キ
の
と
う
の
ぞ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
石
見
　浅
川
　三
郎

何
気
な
く
目
線
を
上
げ
た
そ
の
先
に
　
紅
梅
二
輪
花
の
咲
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
石
見
　福
田
　輝
之

あ
ち
こ
ち
と
桜
並
木
を
巡
り
つ
つ
　
笑
顔
満
開
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
　
　
　
　
　
　
　
上
石
見
　福
田
　輝
之

雪
の
朝
か
じ
か
む
手
足
暖
め
ぬ
と
　
コ
タ
ツ
に
入
れ
ば
猫
の
大
あ
く
び
　
　
　
　
　
　
　
　
下
石
見
　佐
伯
み
す
ず
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自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
の
会
編
集
室
選

そ
ろ
そ
ろ
冬
眠
明
け
の
リ
ハ
ビ
リ
始
め
ね
ば
　
　
　
茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

エ
プ
ロ
ン
姿
で
素
直
に
笑
え
る
小
さ
な
幸
せ
　
　
茶
屋
　
　木
山
　輝
子

恵
方
巻
き
ど
ち
ら
を
向
い
て
も
幸
せ
に
　
　
　
　
宝
　谷
　長
尾
　智
恵

雪
の
下
の
ほ
う
れ
ん
草
恵
方
巻
の
彩
り
　
　
　
　
生
　山
　渡
辺
　圭
子

雪
の
夜
を
う
と
う
と
と
心
が
春
の
夢
を
見
る
　
　
茶
　屋
　小
林
　道
子

冬
を
待
っ
て
溜
め
て
い
た
手
仕
事
も
う
雪
が
消
え
る
　  

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

短

　
　歌

俳

　
　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

春
一
や
庭
の
手
す
り
に
掛
け
布
団
　
　
　
　
　
萩
　原
　岡
本
　健
三

豪
雪
に
耐
え
て
古
屋
の
梁
軋
む
　
　
　
　
　
　
宮
　内
　木
村
萬
佐
子

木
花
咲
く
零
下
八
度
の
野
山
か
な
　
　
　
　
　
宮
　内
　田
邊
登
志
美

道
野
辺
や
日
差
し
の
中
に
梅
一
輪
　
　
　
　
　
宮
　内
　舩
越
　裕
子

午
の
春
こ
こ
ろ
豊
か
に
人
生
百
年
　
　
　
　
　
矢
　戸
　和
田
　淑
子

早
咲
き
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
待
つ
白
ピ
ン
ク
　
　
　
菅
　沢
　秦
　節

春
一
番
平
和
へ
い
わ
と
吹
き
つ
の
り
　
　
　
　
下
石
見
　矢
田
貝
　元

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝

え
る
手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条

例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル

で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的

な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手

話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
　19
日（
日
）14
時
〜
15
時
30
分

　場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

【
問
合
せ
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

※「手話表現には、色々な表現方法があります。」

４
月
の
日
程

広
報
文
芸

広
報
に
ち
な
ん
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
投
稿
の
あ
っ
た
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

個
人
で
の
投
稿
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
送
付
く
だ
さ
い
。

左手の甲に右手の
甲をのせてつまん
だ５指をパッパッ
と２回開く。指輪
のダイヤモンドが
ピカピカ光ってい
る様子

左手で数字の四を
表し右手で親指と
人指し指をくっつ
けて指を開きなが
ら下におろして
くっつける（三日
月の形を描く）

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

「
誕
生
石
」

「
４
月
」

左手の指全部を
少し曲げて右手
の親指と他の４
指を曲げて左手
のひらに当てる

石・石ころ
両手のひらを上
にして指先をつ
けてお腹の前で
構えてから両手
を少しわん曲さ
せて前に出す

生む 誕生・生まれる


